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写 真で たど る

多摩区の昭和レト ロと 現在
「 昭和」と いう 時代が始まってから 、およそ1 世紀。いまも 昭和の懐かし さ を感じ るスポット が点在する一方で、

新たな風景も 息づいている多摩区。 多摩川の憩いの風景、 暮らし を 支えてき た商店街や鉄道、 人々を 夢中

にさ せた遊園地―その姿は時代と と も に形を変えながらも 、 地域の魅力として受け継がれている。

い ま ま ち と ま ち を つな ぐ   鉄道・ 駅

夢と 非日常を 届けて き た   遊園地
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登戸をはじ め、菅・ 中野島・ 宿河原には対岸と 結ぶ渡しがあり 、人々が行き交

う にぎわいの場だった。また昭和の多摩川は川遊びと 花見で人気があり 、 中

野島境から矢野口へ続く 稲田堤の桜並木は、関東でも 有数の名所として昭和

初期まで親しまれた。

暮ら し を 支え て き た  多摩川

多摩川の水遊び 小田急線多摩川鉄橋下（ 昭和3 9 年頃） 近隣にプールがなかったこの

頃は、 多摩川が絶好の水遊びスポット 。東京方面からも電車で多く の人がやってきて、

水泳やボート 遊びを楽しんだ。アイスキャンディ ー売り や、「 海の家」ならぬ「 川の家」も

あったという 。

多摩川に 沿っ て 続く 稲田堤

の 桜 のト ン ネ ル（ 昭 和2 3

年） 明治31年、 当時の稲田

村 菅の人々に よ っ て、 洪水

時の堤防の防護のために約

25 0 本のソメ イ ヨ シノ 桜の苗

が 植え ら れた。 そ れから10

年も 過ぎ る と 都会から 次第

に花見客が訪れるよう になり 、

やがて東京近郊の花の名所の

一つに。昭和3 5 年頃まで多く

の人々が訪れていた。

登戸の渡し（ 左、昭和2 0 年代後半） と 菅の渡し（ 右、昭和4 5 年） 「 登戸の渡し」は登戸と 狛江市

和泉を結び、梨や桃、黒川炭など、さ まざまな物や人を運んだが、昭和2 8 年の多摩水道橋開通

に伴い廃止さ れた。市内で最も上流にあり 、 稲田堤の桜や対岸の京王閣でにぎわった「 菅の渡

し」は最後まで残っていたが、昭和4 8 年に惜しまれつつ姿を消した。

散策やジョ ギング、 サイクリング、 スポーツなどを

楽し める、 いまも 変わら ない市民の憩いの場。登

戸駅近く の「 登戸・ 多摩川カワノバ」 などを会場と

して、さ まざまな催しが定期的に開催さ れている。

登戸・ たまがわマルシェ（ 左） 地域の店や市民団体活動を知ってもらう 機会として

定期的に開催さ れている。　「 登戸の渡し」体験（ 右） 令和6 年・ 7年には、ミ ニボー

ト による「 登戸の渡し 」体験が1日限定で行われた。

人々の生活と と も に  街並み・ 商店

旧津久井道の街角に貼られた映画館の看板（ 左、 昭和3 2 年頃） 向ヶ丘遊園駅北口の駅

前には「 登戸銀映」という 映画館があった。看板には大人55円、 学生4 0 円、 子ども3 0円

と当時の映画鑑賞料が書かれている。　登戸駅前商店街（ 右、 昭和5 9 年） 狭いながらも

活気に満ちていた。旧津久井道入口には北向き地蔵があった（ 現在は光明院へ移転）。

登戸から 向ヶ丘遊園にかけての「 登戸土地区画整

理事業」 の基盤整備が令和7年度末に完了予定。

道路や駅前広場が整備さ れ、 マンショ ンや商業・

サービス施設の新規建設が進んでいる。

向ヶ丘遊園駅北口駅前（ 左） 駅前に商業施設と 高層マンショ ンが立ち並び、 バ

スロータリ ーがリ ニューアル。大きく 変貌を遂げており 、 今後も 飲食店などの

新規オープンが続く 予定。　 登戸駅前（ 右） 以前 JR・ 登戸駅は地上階にあっ

たが、現在はペデスト リ アンデッ キで小田急線・ 登戸駅と つながっている。
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小田急線やJR南武線は、通勤・ 通学、買い物や行楽まで、日々の生活に欠かせ

ない存在として、多摩区の発展とともに増えていった人々の流れを支えてきた。

開業当初の南武線（ 南武鉄道） 登戸駅（ 上段、 昭和2 年） まだ人が少なく さ びし そう な

風景。　 南武線登戸駅改札から 線路を渡る女学生たち（ 下段左、 昭和3 0 年） 服装に

もレト ロな雰囲気が漂っている。　 久地駅近く の二ヶ 領用水鉄橋を渡る南武線 （ 下

段右、昭和5 2 年） チョ コレート 色の車両が懐かし い。

稲田登戸駅（ 現向ヶ丘遊園駅）のモダンな北欧風駅舎（ 左、 昭和2 0 年代後半） 2 段階の傾斜を

持つ「 マンサード 屋根」 が特徴的。　 稲田登戸駅で談笑し ながら並ぶ子どもたち（ 右、 昭和2 0

年代後半） 向ヶ丘遊園での楽し い遠足の帰り 道。

向ヶ丘遊園へ向かう 豆汽車（ 左、 昭和11年） 昭和2 年、 小田急線開通とともに開園した自然公

園「 向ヶ丘遊園」の正門までは、稲田登戸駅から豆汽車が運行さ れた。　 豆電車のり ば（ 右、昭

和2 0 年代後半） ガソリンエンジン式機関車の豆汽車は戦後、 蓄電式の豆電車と なった。のり

ば前の親子連れからは、向ヶ丘遊園へ行く ことを楽し みにしてきた表情があふれている。

豆電車に代わり モノ レールが

開通（ 昭和4 2 年） 開業は昭和

41年。2 両編成の跨座式モノ

レールは、 向ヶ丘遊園駅から

向ヶ 丘 遊 園 ま

でを3 分でつな

い だ。 平成13

年に廃線。翌

年、 向ヶ丘遊

園 も 閉 園 し

た。

二ヶ 領用水を渡る船島川橋梁（ 右） 昭和

3 3 年に架橋さ れ、 桁下約1.2 m の低さ

が名物。JR 南武線・ 宿河原駅から登戸

駅方面へ歩いていく と 突如現れる。

向ヶ丘遊園駅駅舎北口側（ 左） 令和2年に全面リニューアルさ れた、 開業当時の

面影を残す北欧風の駅舎。　 モノ レール橋脚の1/3 スケールのモニュメ ント（ 右）　

川沿いの「 ばら苑アクセスロード」に立っている。高さ は約2 m 。

昭和2年に開園し 、子どもたちの夢の場所だった「 向ヶ丘遊園」は、平成14 年に惜

しまれつつ閉園した。遊園地の玄関口だった場所付近には、平成2 3 年に「 川崎市 

藤子・ F・ 不二雄ミ ュージアム」 が誕生し 、 いまも 多く の人が訪れている。また、

遊園地跡地の利用計画は小田急電鉄が検討を進めている。昭和3 9 年に開園し

た「 読売ランド（ 現よみう りランド ）」は現在、秋から 春にかけてのイルミ ネーショ ン

や夏のプールなどの季節のアト ラクショ ンも大人気で、にぎわいを見せている。

写真協力：  稲田郷土史会、小田急電鉄株式会社、株式会社よみう り ラ ンド 、 

川崎市市民ミ ュ ージアム、登戸区画整理事務所、多摩区ソ ーシャ ルデザイ ンセンタ ー、合同会社ポケパーク ・ カ ント ー、学校法人中内学園 流通科学大学

参考文献：『 市制8 0 周年記念出版 多摩区ふるさ と 写真集』（ 平成1 6 年3 月、多摩区ふるさ と 写真集編集委員会・ 川崎市多摩区）、稲田郷土史会機関誌『 あゆたか』

読売ランドのスキージャンプ台「 読売シャンツェ 」（ 左、 昭和3 9 年） と「 海水水族館」

（ 右、撮影時期不明） 昭和3 9 年、読売ランド 開園と 同時に誕生。ジャンプ台の塔は「 パ

ラシュート ・ タ ワー」としても 使用さ れた。　龍宮城では「 近藤玲子水中バレエ団」によ

る公演「 水中バレエ劇場」（ 表紙写真参照）が平成8 年まで続けら れた。

向ヶ丘遊園の花の大階段（ 左上、 昭和4 3 年）　

メ インゲート の正面にある大階段。写真の当

時は階段横にリ フト が設置さ れていたが、 後

にエスカレータ ーが導入さ れた。　 向ヶ丘遊

園のプール（ 上、 昭和5 2 年） 入場者6 ,0 0 0人

でにぎわったプール。冬はスケート リ ンクに。　

向ヶ丘遊園園内（ 左、撮影年不明） 園内では大

観覧車をはじ めとするさ まざまなアト ラクショ

ンのほか、四季折々の花々も 楽し めた。
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開園以来、 常に新し いアト ラクショ ンやエリ アを

導入し 、 進化を 続けている「 よみう り ランド 」。訪

れるたびに新鮮な 驚きと 楽し さ を 感じ ること が

できる。

よみう り ランド  ジュエルミ ネーショ ン（ 左） 石井幹子デザイン事務所が開発した

世界初の宝石色をイメ ージした LED を使ったイルミ ネーショ ンが人気。　

よみう り ランド 内にオープンした「 ポケパーク  カント ー」（ 右） たく さんのポケモン

と 出会い、さ まざまなイベント を一緒に楽し める、ポケモン初の常設施設。
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江戸と 相模を結ぶ「 津久井道」の宿場町として栄え、 交通の要衝だった「 登戸」

と 、 遊園地の玄関口として週末の人波を集め、 駅前の商店街が土産品と 買物

客でにぎわった「 向ヶ丘遊園」。川崎北部の玄関口として、 休日のレジャ ーと  

日常の買物を支える商業・ 飲食・ サービスが集積するにぎわい拠点だった。

向ヶ丘遊園駅北口の登栄会商店街（ 上段左、 昭

和3 0 年代） 当時は登戸の官庁街へ続く 繁華街

だった。昭和47年に多摩区が誕生し 、 現在はこ

の通り の先に多摩区役所がある。　 向ヶ丘遊園

駅南口のダイエー向ヶ丘店（ 上段右、 昭和4 0 年

代） 昭和4 6 年に開業し 、 川崎市北部の大規模

ショ ッ ピングセンタ ーとして親し まれていたが、

令和2年、 建物の老朽化を理由に一度閉店。令

和6 年に再オープンした。　 稲田公民館（ 左、 昭

和31年） 戦後各地に公民館が設置さ れ、住民自

治の中心として大きな役割を果たした。も -2

も -3 も -3
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